













































Lemke, Professor Emeritus of Syracuse University, NY, USA）の“Art Archives: 
A Common Concern of Archivists, Librarians and Museum Professionals”という
基調講演であった（8）。
　この講演タイトルの中において、すでにMLA連携の萌芽を見て取れるのである
が、その 2年後の 1990 年、レムケ教授が奉職された大学を訪問した折のこと、講
義で使用のテキストのそのイントロダクションにおいて一層明確に、MLA連携の

































Jan. to Feb. 1990, US government invited the author to US art libraries, 26 Feb., 
1990, MoMA, NY, Library & Archives Director, Clive Phillpot & Picasso’s illustrated 
letter to the 1st Director of the museum
（136）79
図 3：MLA 連携のトライアングル・イメージ
M：岸田劉生画《麗子五歳之像》 / L：岸田麗子著『父 岸田劉生』1962（初版） / A：
写真《麗子五歳》














カのOCLC と肩を並べていた RLG（Research Libraries Group）の副代表である






















図 7：2 つの MLA 連携②






















　2018 年 3 月末日をもって東京国立近代美術館の職を辞して、本学へ異動してか
らは、従前のMLA連携から、大学の教育現場で実効性を持つ新たなリサーチ・メ
ソッドとしてのMLA連携を模索し、2018 年 11 月のアート・ドキュメンテーショ
















































































































とても易しかった 0 0 1 4.0 1 4.8
易しかった 2 6.5 1 4.0 0 0
普通 5 16.1 3 12.0 4 19.0















役立たない 3 9.7 2 8.0 0 0
役立つ 13 41.9 45.2 15 60.0 68.0 14 66.7 81.0とても役立つ 1 3.2 2 8.0 3 14.3
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り拡張して、探求の対象としての「主題」、すなわち「S: Subject」そのものと L: 









































  http://www.educ.kyoto-u.ac.jp/~lib-sci/pdf/IFLA-Profrep108-Jp.pdf［参照日 2020.1.6］
  http://www.ifla.org/VII/s8/pub/Profrep108-jp.pdf［参照日 2020.1.6］
  以下、特に記さない場合のURLの参照日は 2020 年 1 月 6 日である。
 （3）　OCLC: Online Computer Library Center, 世界最大の書誌ユーティリティであり、WorldCat, 
https://www.worldcat.org の運営体。
  Zorich, Diane, Gunter Waibel and Ricky Erway. Beyond the Silos of the LAMs: Collaboration 
Among Libraries, Archives and Museums. Report produced by OCLC Programs and 
Research, 2008.
  http://www.oclc.org/programs/publications/reports/2008-05.pdf





 （8）　Lemke, A. B. “Art archives: a common concern of archivists, librarians and Museum 
Professionals”,. Art Libraries Journal, 1989, vol.14, no.2, p.5-11.
 （9）　このテキストは後日に大きく改訂されて、“Archives”, The Dictionary of Art, vol.1. 





美術館所蔵作品目録 岸田劉生作品と資料：Catalogue of Collections, The National Museum of 














  2009 シンポジウムの記録：














テーション学会／ 2018 年度第 11 回秋季研究集会（2018 年 10 月 13 日　於お茶の水女子大学共
通講義棟 1号館）
  水谷「大学ブランディング力と学部学生の調査研究力の向上は両立するだろうか⁉─花蹊コン
テンツの「見える」化の可能性をめぐって」本学文学部FD-WS（2019 年 6 月 19 日　新座キャ
ンパス 2号館）
  水谷，“From ‘MLA Collaboration’ proposed by the Library & Archives of the National Museum 
of Modern Art, Tokyo to ‘MLA Collaboration’ as the New Type of the Research Method for 





  大久保逸雄編著『私のアート・ドキュメンテーション：東洋大学 社会学部 応用社会学科 図書
館学専攻 図書館学特講V- ② 91 年度レポート集』東洋大学図書館学研究室，1992.6，163p.
（22）　自由記述を含め、アンケート用紙には下記の文言を紙末に添えている。
  「以上の回答は、今後の講師の授業改善および研究成果の公表に活用させていただきます。個
人を特定できる情報の掲載は、いずれにおいても控えますので、ご自由にお書きください。も
ちろん履修科目の成績に反映されることもありません。念のため。」
（23）　http://www.atomi.ac.jp/univ/kakei/
（24）　https://www.tobunken.go.jp/materials/kuroda_diary
